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『緋文字』につ い ての
一

考察

島田　由香 （白百合女子大学大学院博士後期課程）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lf”…韆 曝轟 蠕 轢 …韆灘 1毒堀 強攤 轟 轟 ・

　ナサ ニ エ ル ・ホ ーソ ン の 代表作 『緋文字』は 、

1850年 に出版 され た 。 作 品の 舞台 は 、 17世紀 半ば

の ボ ス トン 。 ヒ ロ イン 、
ヘ ス ター ・プ リ ン は 、 不

義密通 と い う罪 を犯 した結果 、 罰 と して 胸に 緋文

字 をつ け ピ ュ
ーリタ ン社会 か ら孤 立 した生活 を送

る 。
ヘ ス タ ーは 、 神 に対 して は 罪 を犯 した と感 じ

て い るが、 ピ ュ
ー リタ ン社 会 に対 して は罪 を犯 し

た とは 考 えて い な い 。 作 品の 時 代設定 の 時期 は 、

ホ
ー

ソ ン の 祖先 で 歴 史に そ の 名 を残 したウ ィ リア

ム ・ホ ーソ ン
CD

、 ジ ョ ン ・ホ ーソ ン （2丿 が 生 きた時

代で ある 。 1630年 に ジ ョ ン ・ウ ィ ン ス ロ ッ プ と共

に ア メ リカ にや っ て きて、 ク ェ
ー

カ
ー教徒へ 激 し

い 弾圧 を加えた ウ ィ リ ア ム や セ イ ラ ム の 魔女裁判

に判事 として 関わ っ た ジ ョ ン に つ い て 、ホ
ー

ソ ン

は 、 作品 の 序章 と なる 「税関」の 中で 以 下 の よ う

に言 及 して い る 。

　 「彼 は、軍 人 、立法者、裁 判官で あ っ た 。 彼 は

教 会の 指導者で あ っ た 。 彼 は 、 良きに つ け悪 し き

に つ け清 教 徒 の 特 質 を す べ て 備 え て い だ 3｝
」

（SL12，非β轟尺20）

　 「物語作家 だ と ？人 生 とど うか か わ る仕事 なの

か一神の 栄光 をい か に讃え同時代 の 人 類に どの よ

うに貢献 で きる 仕事 なの か 。 あ ん な堕落 した男 は

ヴ ァ イ オ リ ン 弾 きに で もな っ て い た ほ うが ま し

だ 。 」（SL13．邦訳 21）

　ホ ー
ソ ン は 、 作家 で ある ホ ー ソ ン に つ い て 祖先

同士 で さ さや きあ う声 を聞 き取 っ て い る。17世 紀

は 、厳 しい 掟 を持 つ 神 聖社 会 で あ っ た 。 ヘ ス タ
ー

は 、 こ う した ピ ュ
ー

リタ ン社会 にお い て 自己 を信

頼 し、断罪す る 社 会の 人 々 の 視 線に 耐 え、 ピ ュ
ー

リ タ ン 社会 の 指導者で ある総 督や 牧 師に 対して 、

娘 パ ール を 自らの 手元に お い て育て る権利 を主張

す る 。 ホ
ー

ソ ン が 『緋 文字』 を執筆 した 19世 紀中

葉は 、ア メ リ カ で は、産業革命の 時期 で 、国が急

速 に発展 して い た 。 新 しい 芸術 ・文学運動 と して

は 、 ラ ル フ ・ウ ォ ン ド ・エ マ ソ ン に よ っ て 自己 信

頼の 思想 が 出て きた 。
エ マ ソ ン は 、 1837年 に 「ア

メ リカ の 学 者1 と い う講演の 中で 、 自己信 頼 を持

ち 、 考える 人 に な ろ うと述 べ て い る 。
エ マ ソ ン

は 、 「私 た ちは 、 自分の 足で歩 き、 自分の 手 で 働

き、 自分 自身の 心 を話し ま し ょ う」 と結 ん で い

る 。
ヘ ス タ ーの 生 き方は 、 こ の よ うな思想 を思 い

起 こ させ る 。 ホ ーソ ン は、エ マ ソ ン の 自己信頼 を

ヘ ス ターに 投影 し て い る の で は ない か 。

一
方． ピ

ュ
ー リタ ン社会 の 人々 か ら尊敬される牧師デ ィ ム

ズ デ
ール は 、 「雄i弁 さ と宗 教的情熱 」 （SL105．邦

訳 93）を持 ち 「ニ ュ
ーイ ン グラ ン ド教 会 の た め 果

たす よ うに 天命 を受けた使徒」 （SLIO5，邦訳 172）

だ と考 え られて い る 。 その 彼が、ヘ ス タ
ー

の 不義

密通 の相 手で 姦通の 罪の 共犯者 で ある 。

　 『緋文字』 の ヒ ロ イ ン 、ヘ ス タ
ー

に つ い て の 解

釈 は、多 くの研 究者に よ っ て 語られ て い る 。 リチ

ャ
ー ド ・ロ

ー
ラ ン ドとマ ル コ ム ・ブ ラ ッ ドベ リー

は 、ヘ ス タ ーの 改心が 「血 の 通 っ た人間の 優 しさ

ω 」 を表 して い る と述べ て い る 。 トニ ー ・
タ
ー

ナ

ー
は 、

ヘ ス タ ーを 「ア メ リ カ の 芸術家 の 典 型 CS）」

と述 べ 、 リ チ ャ
ー

ド ・チ ェ イ ス は、ヘ ス タ ーは

「永遠 の 女
 
」を表 し、誤 りや す い 人 間の 現 実 を

表 し て い る と述 べ て い る 。
ヘ ン リ

ー ・
ジ ェ イ ム ズ

は 、
ヘ ス タ ーは 『緋 文字』 の ヒ ロ イ ン で は な く、

デ ィ ム ズ デ
ール こ そ が 主入 公 で あ る と述 べ て い

る 。

　 本稿 の 目的は 、 同 じ罪 を犯 したヘ ス タ
ーとデ ィ

ム ズデ
ー

ル が 、 い か に 対照的 な生 き方を した か を

検討 し、ア メ リカ 文学で最 もピ ュ
ー

リ タ ン 的作家
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と言 われ る ホ ーソ ン が 、
ヘ ス ターを通 して何 を表

わそ う とした の か い う点に お い て 新た な解釈 を試

み た い 。

　 ホ ーソ ン に よ る と ヘ ス タ
ー

は、イギ リ ス か らオ

ラ ン ダ経 由で 新大 陸ア メ リカ へ 渡 っ た 。 イギ リ ス

生 まれで 、 チ リ ン グ ワ
ース と言 う学者 の 妻 だ っ

た 。 チ リ ン グ ワ
ース よ り彼 女は先 に ア メ リカ に や

っ て きた が 、 2 年た っ て も夫か ら何 の 音沙汰 も無

い 。 それで 若 い 細 君 ヘ ス ターは 、 身をあや ま っ た

と説明 して い る 。
ヘ ス ターは 、 罪を犯 し て か ら 7

年後 に ジ ョ ン ・
ウ ィ ン ス ロ ッ プ総督の 臨終 に装 束

の 寸法 を取 る ため立 ち会 う 。 ウ ィ ン ス ロ ッ プ総 督

は 1649年 に 亡 くな っ て い る 。 こ の 事実か ら逆算 し

て い くと、物語 の 時 間設定 は、ヘ ス ターが ボ ス ト

ン にや っ て きたの は 1640年 ごろ で 、 罪 を犯 し、 処

刑 台 で さ ら し者 とな る の が 、 1642年 。 こ こ か ら

『緋 文字」の 話 は 始 ま り、 1649年 まで の 7 年 問を

扱 う物語 で あ ると考え られ る 。
ヘ ス ターが臨終 に

付 き添 っ た ウ ィ ン ス ロ ッ プ総督 とは、1630年ア
ー

ベ ラ号で 「丘の 上 の 町」の 演説 を行 っ た人物 で あ

り、移住の 目的 を神の 意思 に かなう社会 を作 る こ

と に あ る と 自覚 した 人 で ある
（7〕

。 彼に 共 鳴 した

人 々 が ア メ リ カ へ 渡 っ て きた 。 マ サチ ュ
ーセ ッ ツ

の建設者達 は 、 新 しい 社 会を作ろ うと全 力を挙 げ

て植民地の 形成 に取 り組 ん だ G 彼 らの 中に ホーソ

ン の 祖先が い る 。 ウ ィ ン ス ロ ッ プ と共 に移住 して

きた ピ ュ
ーリ タ ン 、ウ ィ リア ム ・ホ ーソ ン は 、 市

議会の 議長 と して植 民地開拓 に熱心に活躍 し 、 ク

ェ
ー

カ
ー教徒 へ の 迫 害 を して 、 彼 らに鞭打 ちの 刑

を与えた 。 彼 の 息 子 、 ジ ョ ン ・ホーソ ン は 、 セ イ

ラ ム の 魔女 裁判 に 判事 と して 関わ っ て い る 。 『緋

文字』 の 7 年 間 と は 、 ウ ィ リ ア ム ・ホーソ ン や ジ

ョ ン ・ホ
ー

ソ ン が 生 きた 時代 と同 時代 で あ る 。 彼

らを含 む ボ ス ト ン ピ ュ
ーリ タ ン社 会の 人 々 か ら 、

罪 入 と し て 見 ら れ て い る の が ヘ ス タ ーで あ る 。

人 々 は 、獄 舎 の 門 か ら出 て くる ヘ ス タ
ー

に 当然 、

厳 し い 罰を挈 む 。 人 々 の 態 度に は 、

一定の 変わ ら

ぬ 謹厳 さが あ っ た 。そ の 人 々 とは、 ピュ
ー

リ タ ン

1弓緋文字ノ に つ い での 一 孝察

社 会の 民衆であ り、ホ
ー

ソ ン は以下 の よ うに説明

し て い る。

　「宗教 と法律が ほ とん ど
一

体 をな し 、 しか も両

者が 公 衆の 性格の 中で 融合 し て い た の で 、 公 の 懲

罰 となれ ば 、 そ の 軽量 は問わず ひ と し く畏敬 と畏

怖の 念 をも・
⊃ て 受け とめ た民衆 」（SL47邦 訳73）

ピ ュ
ー

リ タ ン 社 会 の 民衆 に 、ウ ィ ン ス ロ ッ プ の 理

想が 染 み 渡 っ て い た こ と も伺 える 。 ホ
ー

ソ ン は 、

ヘ ス ターにつ い て 「完璧 な優 雅さ」 「端正 」「美 し

い 」 「豊 かな黒髪 」「あ る種 の 威 厳 と気 品」「聖 母

マ リ ア 像」「貴婦人 」（SL50 ．邦 訳77） と表現 し て

い る 。 豊か な黒髪 、 黒 い 瞳を持 つ ヘ ス ターの 聡 明

さ と美 しさは輝 きわた り、姦通で 厳罰に処 され る

惨 めな ヘ ス ター像は ない 。
ヘ ス ターは 、 厳 しい 顔

つ きの 男性や 意地悪 そ うな顔 つ きの 女性 達の さげ

す み の 視線の 中 、 堂々 と毅然 と歩む こ とに よ っ て

自 らの 罪を恥 じな い こ とを示す 。
ヘ ス ターの 態度

に は 、 ピ ュ
ーリタ ン社会の 集 団に対す る ヘ ス タ ー

の 反抗 が見 られる 。
ヘ ス タ

ーは 、 ピ ュ
ー

リ タ ン社

会 へ の 挑戦的態度を と っ て い る よ うで ある 。
ヘ ス

タ ーの 胸 に縫 い 付 け られ る緋文字 A は、姦通 を意

味す る
“
Aduitery

”
の A で ある 。 ピ ュ

ーリタ ン社

会 の 人 々 か ら 、 姦 通の 罪 を犯 した しる しと して見

られ る 。
ヘ ス タ ーは 、 当時 の 「奢侈禁止令」 をは

る か に 逸脱する 赤い 布 に 金 糸で A の 文 字を自 らの

手で 刺 繍 し、 風変わ りな飾 りで 縁 か が りをほ ど こ

す 。 目に も鮮や か な華や か な飾 り文字 A は 、
ヘ ス

タ ー
に似合 っ て い た 。 赤 子を抱 き 、 顔 を高潮 させ

毅 然 と した笑み を浮か べ 臆する こ と無 い まな ざし

で 周 りの 人 々 を見回す ヘ ス ターか らは 、 罪へ の 後

悔 の 無 さを示す 強 さが見 られる 。 豪 華な金色 の A

の 文字は 、 ピ ュ
ーリ タ ン社 会か ら強制的 に罪 人と

され た と思 っ て い る ヘ ス ターの 、
ピ ュ

ーリタ ン 社

会へ の 抗議の 色 とも取 れ る 。

　 ヘ ス タ
ー

の 強さ は、罰を受け ピ ュ
ー

リ タ ン 社 会

か ら疎外 され て も変 わ らな い 。 ホ
ー

ソ ン は 、ヘ ス

ターの 強 さ を しば しば 1638年に 追放され た ア ン ・

ハ ッ チ ン ソ ン と重ね 「彼 女は、ア ン
・

ハ ッ チ ン ソ

ン と手 をたず さ え 、 信仰 宗派の 女教祖 として その

名 を歴 史 に と どめ る こ と に な っ た こ と だ ろ う」

（SL144 ．邦訳 236） と表現 し て い る（8）
。

一 一 ＿ 欝
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　ウ ィ ン ス ロ ッ プ が 裁判 長 と して行 っ た裁判で 、

ハ ッ チ ン ソ ン は 自分が 信頼するジ ョ ン ・コ ッ トン

とそ の 他の 牧師との 違 い を指摘し、牧師の 多 くが

道徳生 活 を強調す るが あ ま り 「恩恵 の 契約」を忘

れ 「業の 契約」に よ っ て 救い が 得 られ る と間違 っ

た教 えを説 い て い る と批判 した 。
ヘ ス タ

ー
と ハ ッ

チ ン ソ ン は 、 共 に 自分の 堅 い 信念 は、曲 げな い 。

ピ ュ
ーリタ ン社会 の 基準に左右され な い 意思の 強

さ も持 つ 。 2 人 と もピ ュ
ーリ タ ン社 会の 女性 の 道

徳観 か らは逸 脱 した行動 を取 る 。 最期 は 、
ハ ッ チ

ン ソ ン は、有罪で 監禁され 、 森へ 追放され 、 イ ン

デ ィ ア ン に 襲わ れ死 ぬ とい う悲劇 的な結 末 を迎 え

たが 、対 照的 に ヘ ス タ ーは、森へ 追放 も無 く、 ピ

ュ
ー

リ タ ン 社会の 人 々 か ら異端 とされ 、 監視 され

な が ら もピ ュ
ー

リ タ ン社会 に と どま り、 清廉 潔 白

な 生 き方が 徐 々 に、 ピ ュ
ー

リ タ ン社 会の 人々 か ら

認 め られ る 。
ヘ ス ターは暖 か く豊か な女性 らしい

能力 の 持 ち主 とし て 、 頼 りが い がある 慈愛 に満 ち

た 修道女 の よ うに み な されて い く。
ヘ ス ターは ピ

ュ
ー

リ タ ン 社会の 入 に と っ て 「私た ちの ヘ ス タ

ー」 （SLI42 ，邦 訳 233） とな り、晩 年に は、虐 げ

られ悩む 女性達の 相談相手に な り尊敬 され る生 き

方 をす る 。
ヘ ス タ

ー
とア ン ・ハ ッ チ ン ソ ン の 生 き

方 の 違い は何 か ？そ れ は 、 同 じよ うに 自由な考え

を持 っ た二 人だが 、
ハ ッ チ ン ソ ン の 罪 は 、 公然た

る ピ ュ
ーリ タ ン 社会 へ の 体制批判で あ り、ヘ ス タ

ー
の 罪 は 、 姦通罪で ある 。 また、ハ ッ チ ン ソ ン の

発 言は 、 ピュ
ーリ タ ン 社会が進む方向に つ い て で

あ り、
ハ ッ チ ン ソ ン の 主 張 を認め る こ とは 、ピ ュ

ー
リ タ ン 社 会を築 い て きた指導 者達 に とっ て は危

険 で 、異端で あ り、 自分 達 を脅か す脅 威 で あ っ

た 。
ハ ッ チ ン ソ ン は 、 自ら の 固 い 信念 を述 べ

、 ピ

ュ
ー

リ タ ン 社 会で は 尊敬 され る 人 々 を批 判 した

（9）。ヘ ス タ
ー

の 発 言 は、指導者達に 、子供 を手元

に置 い て育 て た い とい う母親の 権利 を主張 しただ

けで ある 。 男女 関係 に つ い て の 考 えは 、 あ くまで

も公 の 場で 主張 し ない 。 「社 会の 全組織を解体」、

「男 性 の 本性 そ の もの 、習慣 を変 える 」 （SLI44，

邦訳 237） とい っ た考 えは 、
ヘ ス ターの 胸の うち

に しま っ て い る 。 さ らに 、
ヘ ス ターの 晩年に は 、

男 女 関係 にお ける 新 しい 変化 は、「神 の 御心が こ

霧
染

雫
難

鉾
蠶纛嬲

雛

の 世で も行われ る天 国の 時代を迎 え る準備が整 え

ば 」 （SL228，邦訳 382）だ として 、穏や か な考 え

に な っ て い る。

　当時 ピ ュ
ー

リタ ン 社会 で は 、さ ま ざま な迷信が

流行 した 。 母親の 思想が 、 子 供の 姿形 に ひ とつ の

事実と して 出現す る と考え られ て い た
q °）

。
ハ ッ

チ ン ソ ン は、 15人 目の 子 を奇形児で 流 産 した。奇

形 だ っ た こ とで ピ ュ
ー

リ タ ン 社会か らは 、
ハ ッ チ

ン ソ ン の 信仰 その もの が 正 しい 形態で ない とされ

た 。　
一
方 、

ヘ ス ターの 幼子パ ー ル は 、 確か に 「悪

魔の 串 し子」「罪を象徴す る 子 」「生 きた 緋文字」

と言わ れ て い るが 、
パ ール 自身は 、 堕落 した罪深

い 子 と し て 登場 は し て い ない 。 「生 ま れ つ きの 気

品」 と 「神 の 叡智」 を備 え 、 ウ ィ ル ソ ン牧師か ら

「小 鳥」 「妖 精」 （SL97 ，邦訳 156）「ル ビ ー」「赤 い

バ ラ 」 （SL9　7．邦訳 157） と言 わ れる 。 ホ ーソ ン の

説 明に よる と 、
パ ール は 「母親の 全 て を賭けて 手

に入 れ た た っ た
一

つ の 宝物」 （SL80 ，邦訳 127） と

い う存 在で あ っ た 。

　 パ ール は 、 ピ ュ
ーリ タ ン社会 か ら疎外 された ヘ

ス ター
の 生 きて い く上 で の 支 えで あ り、ヘ ス タ

ー

の 生活の 中心 は、あ くまで も娘パ ール の 養育で あ

る 。 ピ ュ
ー

リタ ン社会 の指導者達は 、パ ール をヘ

ス タ
ー

か ら引き取 り、パ ール が 宗教 的 精神的 に成

長 で きる よ うに ヘ ス タ ーよ りもふ さわ しい 人物 に

育 て られ るべ きだ と提 案す る。こ れ に対 して ヘ ス

タ
ー

は 、今の 自分は 、パ ール を育て る為 に生 き

て 、その 母 と して の 権利を死 ぬ まで 守 り抜 く覚悟

だ と考 え、母親の 権利を主張する 。
ヘ ス タ

ー
の 強

い 母性 は、ヘ ス タ ー自身 を救 うこ ととなる 。
ヘ ス

タ ーの 母性 は、ヒ ビ ン ズ 夫人 か ら の 森で 魔王に会

わ せ る とい う誘 い も断 らせ る 力 を持 つ 。 当時 の

人 々 は 、 森 に は悪魔が住 み乎先の 魔女 と共 に 、 神

の 国 で ある ピ ュ
ー

リ タ ン 社 会の 転 覆 を企ん で い る

と考 えて い た 。 コ ッ トン ・
マ ザー もこ の こ とを信

じ て い たほ どで あ る 。 ピ ュ
ー

リ タ ン社会 の 人々 か

ら黒魔 術 に 手 を染 め る と噂さ れ 、「魔女 の 老 婆」

と呼 ばれ て い る ヒ ビ ン ズ 夫 入 に 向か っ て 、ヘ ス タ

ーは以下の ように 答 える 。

「私 は家 に い て 、パ ー
ル を見張 っ て い な けれ ば
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な りませ ん の 。 もしあの子が取 りヒげられ て い た

の な ら、喜 ん で あ なた様 と行 っ て魔王 様の 帳簿 に

署 名 を しか も生 き血 で 、

ど」 （SLIO3．邦訳 167）

し て きた とこ ろ で す け

　ホ
ー

ソ ン は 、パ ール を育て る ヘ ス タ
ー

の 生 き方

に豊 か な母性 を加えて い る 。 また 、
ヘ ス ターは 、

パ ー
ル に対 して ピ ュ

ー
リ タ ン として 聖書に よ っ て

示され た真理 を重視 し 、 日常にお い て教育 して い

た こ とが 以 ドの こ と か ら うか が える 。

　「敬虔 な 家庭 の 娘 だ っ た ヘ ス ター ・プ リ ン は 、

天 の 父 に つ い て 子供 と話せ る よ うに なる とす ぐ、

どん なに未熟な成 長段 階で あ っ て も、人間の 精神

が 大い に興味 を抱 い て 吸収 す る真理の 数 々 を子供

に 教 えた か らで あ る 。 その せ い で パ ール が 3年 と

い う生涯 に獲i得 した 知識 はか な りな もの で 、ニ ュ

ーイ ン グ ラ ン ド初 等読本や ウ ェ ス トミ ン ス ター教

義問答 の 第
一

段 あた りに つ い て 立 派 に 試験 を受け

る 資格 が あ る ほ どだ っ た 。 」 （SL99r邦訳 159）

　ピ ュ
ー リタ ン は 、 日常 生活 の 指針 と して 聖書 を

読む事 、 牧師 の 説教 が理解 で きる こ と、こ れ らの

能力 を子供達 が持 つ よ うに教 育する こ とを家庭の

義務 とした 。
ハ ッ チ ン ソ ン の 場含は 、牧師 を攻撃

し 自分 の 宅張の 根拠 を神か ら直接受けた霊感に あ

る と 言っ た 。 ピ ュ
ー

リ タ ン の 主張 は、聖書 の 言菓

を通 じて 、 神 の 恩恵 は示 され る とす る 。 ホ
ーソ ン

は 、
ヘ ス タ ー

が 、 現状 の 不 満や 指導者へ の 恨み 言

をパ ール に教 え込 むの で は な く、ピ ュ
ー

リ タ ン と

して パ ール に幼 い うちか ら聖書 と共 に教 育 して い

る点 を描 い て 、
ハ ッ チ ン ソ ン と の 決定的 な相違点

と した 。

　 ヘ ス ターは 、 針 仕事 を して パ ール を育 て る 。 父

親不 在 の 家庭 で 、 母親が し っ か りと生活の 糧 を得

て生 きて い く。 ヘ ス タ
ー

が ハ ッ チ ン ソ ン と大 き く

異 な る 点は 、ヘ ス タ ー
が針仕事を通 して家庭 を守

り抜 い た 点 で ある 。 18世紀 「共和 国の 母」 と して

ア メ リ カ女 性 を位 置づ け 「家庭 」を聖 域 とみ な し

て い た 頃、針仕事 をする女性 は 、家庭的女性の象

徴で あ り、母 親は聖域 を守る天 使 になぞ らえられ

1聯 必 裳1 に つ い での
一

考察

て い た
〔1
  ヘ ス タ ー も、 美 しさ と強 さ と聖母 マ

リア の よ うな慈 愛で貧 しい 人 々 には針仕事を通 し

て 奉 仕 した 。 ピュ
ーリ タ ン社会 の 入 々 か ら は 「天

使 」 と思 われ る よ うに な っ た 。
ヘ ス ターの 生 き方

は 、 ピ ュ
ーリ タ ン 社会 に 受 け入れ られ る 方向へ と

進ん で い く。
ヘ ス ターが変化 したの で はな く、 ピ

ュ
ー リタ ン 社会の 人 々 の 見方 が変化 して い く。

ヘ

ス タ ーの 緋文字A を、「天 使」Angel の A
， 「有 能」

Able の A と して 見 る よ うに なる 。 さらに、虐 げ ら

れ た女性 達の 相 談 に の る ヘ ス タ ーの 緋 文 字A は 、

以 ドの よ うに表現 され る 。

　 「ヘ ス タ ーの
一．一

生 を 形成 した 苦 労の 多 い 、思 い

や りに とん だ献 身的な年 月が経過す る うちに緋文

字 は 、 世 間の 嘲 笑 と顰蹙 を買 う烙印で ある こ とを

や め 悲 しむべ き何 か の 象徴 に な り、畏怖を覚えな

が らも尊敬 を持 っ て 跳め る べ き象徴 とな りお おせ

た の で あ っ た」 （SL227，邦訳 381）

　ヘ ス タ
ー

は 、ピ ュ
ー

リ タ ン社 会 にお い て 姦通 を

犯 し た 女性 と し て 罰 を受 け 胸 に 緋文字をつ け て 一

生生 きた 。 ホ
ー

ソ ン は、ボ ス トン に つ い て ヘ ス タ

ー
に語 らせ て い る 。

　「こ の 土 地 は 、私が 罪 を犯 した 場所、だか らこ

の 世 の 罰を受ける の も、こ の 場所で なけれ ばな ら

ず、そ れ に、 きっ と、 日ご との 恥 辱の 苦悩 の ため

に私の 魂 は清め られ、受難の 賜物 で あるだけに 聖

者に も似 た、先 に失 っ た の とは 異質の 新た な純潔

を獲得する だ ろ う」（SL73，邦訳 115）

　 3 時間 さらし者 とな っ た後 は、 ピ ュ
ー

リ タ ン社

会 か ら離れ て どこ に行 っ て もよ い とされ て い た 。

しか し、 彼女 は とどまる生 き方 を選 ん だ 。 先祖 の

行 為 に 罪の 意識 を持 っ て い る ホ
ー

ソ ン 自身 も 「税

関」に お い て、先祖の 呪 縛か ら逃 れ る為、セ イ ラ

ム か ら出て暮 らす と言 う選択肢 もあ っ た こ と を述

べ て い る 。

「私は 宿命 に とらわれ て い たの だ 。 私 は もう帰 る

まい と思 っ たの も
一

度や 二 度で は なか っ た ……ど
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諞 文

う しよ う も な くそ こ へ 戻 っ て し ま うの だ っ た 」

（SL14，邦 訳 23＞

　ホ
ー

ソ ン は、罪 を犯 した 場所 に 執着 したヘ ス タ

ー
の 中に 自分 自身を投影 し て い る 。

ヘ ス タ ーは 、

デ ィ ム ズデ
ール 亡 き後 に い っ たん 、ヨ ー

ロ ッ パ ヘ

パ ール と共 に戻 る 。 ヨ ー
ロ ッ パ で パ ール を育て上

げ、再びヘ ス タ
ー

は 、ア メ リカへ や っ て くる 。 ピ

ュ
ー

リ タ ン 社会に住む為 、
ヘ ス タ ー

は、自らの 意

思 で また 緋文字A をつ け る 。 ホ
ー

ソ ン は 「結 び」

に お い て ヘ ス タ
ー

が 、 自分 自身 の こ と を罪 に 汚

れ 、 恥 に うなだ れ 、　
一生の 悲 しみ を背負 っ た 女だ

と 自覚 し て い る と書い て い る 。 ピ ュ
ー

リ タ ン 社会

に戻 っ て きて か ら死 ぬ まで つ けた 緋文字 A の 文字

は 、ピュ
ー

リ タ ン と し て 罪か ら逃れ ずに罪を犯 し

た場所 、ア メ リカ に帰 っ て きた新生 ア メ リカ人 と

して の American の A だ と 思 え る 。 緋 文 字A は 、

American で あ る と 同 時 に Aclviserの 意 味 を 示 し

て い る 。
ヘ ス ターは 、 新 しい ア メ リカ 人 として、

また ア メ リ カ女 性達 の 悩 み を共 に 考え、 ア ドバ イ

ザーとして 女性 達 を励 まし慰めた 。

　 ホ
ー

ソ ン は
．
、

ヘ ス タ
ーの 生 き方 の 中に 、

エ マ ソ

ン の 教え を地 で い くか の よ うに、 ヘ ス タ ー
に 自由

で 、個人 的 な世 界の 獲得 を させ た り、ア ン
・ハ ッ

チ ン ソ ン の よ うな 女性活動家 の よ うな思考 を持 た

せ た り、母性 豊か なマ リア の よ うな女性 ら しさを

見せ た り、さ まざまな入間の 姿を投影 し、彼 らの

生 き方の 中に あ る ア メ リ カ を象徴 し て い る 。 そ れ

故、ヘ ス ター
の 生 き方 に は実 に人 間 らしい 喜怒哀

楽が ある 。

髀購驪 孅纛鰄 黶 驫 爨 ．

　 デ ィ ム ズデ
ール の 立場 は 、

ヘ ス タ
ー と対照的で

ある 。

　 ヘ ス ターは 、不 義の 予パ ール の 父 親の 名前を言

えば、緋 文字 を取 っ て や る と まで 言 われ て も、相

乎の 名前 を 言わ な い 。 父親 の 名前 を明か しなさい

と 説教 し て い る の は 、 ア ーサ ー ・デ ィ ム ズ デ
ール

で あ る 。 彼 こ そ ヘ ス タ ー
の 罪 の 共犯 者で あ る。彼

は 、イ ギ リ ス の 高名な大学 を卒業 して 聖職者 とし

モ
ま
セぽ
　じ

欝
懿
購

靉
騨

黷
撚

て植民地 へ や っ て くる。雄弁で あ り宗教的 情熱 も

あ りピ ュ
ー リタ ン 社会の 人 々 か らの 信頼を集め社

会 的に も高い 立 場 に い る 。 ホーソ ン は 、 彼 をピ ュ

ーリ タ ン 社会の 人 と同 じ宗 教的情熱 と理想 に燃 え

た 人物 と して 説 明 して い る 。 本来 、
ヘ ス タ ーと共

に 同罪 で 裁か れ る側 の 彼 は 、 裁 く側 の 人 間 と し

て 、 しか もピ ュ
ー

リ タ ン 社会の 指導者 と して登場

す る 。 デ ィ ム ズ デ ー ル 牧師 は 、 素晴 らしい 容姿 を

持 ちなが ら も、常 に 、 怯 え恐れ 心配そ うな気配 を

漂 わせ て い る 。 デ ィ ム ズ デ
ール に は、 自ら罪 の 告

白な ど、恐 ろ し くて で きな い の で ある 。 デ ィ ム ズ

デ
ール は 、自 ら、ヘ ス タ

ーの 共犯者だ とい うこ と

を ピ ュ
ー

リ タ ン 社 会の 人 々 の前で 明 らか にする 意

思 も勇気 も持た な か っ た 。 デ ィ ム ズ デ ール の 苦悩

は 、胸 に手をや り文字 を隠す ような動作が癖に な

っ て い る こ とに 暗示され て い る 。 あ る夜、デ ィ ム

ズデ
ール は 、悔 い 改 め の 真似事を 1 人で 処刑台に

立 っ て 行 う。 そ こ に ウ ィ ン ス ロ ッ プ総 督 の 臨終に

立 ち会 い 帰宅途 中の ヘ ス ターとパ ール に会 う。 三

人で 処刑台に立 ち手 をつ な ぐ。パ ー
ル に 「明 日 の

お昼 、お 母 さん と私 と一
緒に こ こに 立 っ て くだ さ

る ？」 （sL134 ，邦 訳 219） と 問 い か け られ て も、

デ ィ ム ズ デ
ール は 自分の 秘密 が世聞 に知 られ る こ

とへ の 恐怖心で 怯 える 。 そ こ に 夜の 闇の 中、
一・
条

の 光が空 に輝 きわ た る 。 17世紀 ピ ュ
ー

リ タ ン 社 会

にお い て は 、 さまざまな迷信が流行 した 。 神秘 的

現象 が魔 術 、 呪術 、 降神 術 と して 出現 した 。 流

星 、 太 陽や 月の 出没 な ど に お い て も 、 規則的 で は

な い こ と に対 して 何 か しらの 啓示が ある と解釈 さ

れ て い た 。 闇夜 に 昼間の よ うな明 る さをもた らし

た光 は 、 胸 に 手 を 置 く牧師 と緋文字 をつ けた ヘ ス

ターと 2 人 に と っ て 生 きた緋文字で あ る パ ール を

照 ら し出す 。 光は 真実 を浮か び上 が らせ た 。 3 人

で 並 ぶ 姿 こ そが真 実の 家族 の 姿 だか ら だ 。 空 に

は 、 赤 い 線で 描か れた A の 文字が浮か び 上が っ て

い る 。 ピュ
ーリ タ ン 社会の 人 々 に と っ て 、 空 に 浮

か び上 が っ た A の 文字 は、そ の夜 、ウ ィ ン ス ロ ッ

プ総 督 が 亡 くな っ た こ とか ら、Angelの A と し て

解 釈 され たが 、
ヘ ス タ ーとデ ィ ム ズデ

ー
ル の 二 人

に と っ て は 、 A は 、　 adultery を再確 認 させ る 文字

で あ る e 真実 を暴 く光は、夜の 他 に森 に も差 し込
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む 。
ヘ ス タ

ーとパ ール が 行 っ た森 に
一

条の光が 差

しこむ 。 しか し 、 光は パ ール に だ け まとわ りつ い

て 、
ヘ ス タ ー

や 同 じく森 を散 策 して い た デ ィ ム ズ

デ ー ル に は 当た らな い 。ヘ ス ターや デ ィ ム ズ デー

ル に光が 当た らな い の は 、 彼 らが 真実 を許っ て い

ない か らで あ る 。

　「森」は 、 ピ ュ
ー リ タ ン 社 会の 人 々 か ら魔女 と

み なされて い る ヒ ビ ン ズ 夫人が度 々 森 に行 き事を

口 走 る よ うに ピ ュ
ー

リ タ ン に と っ て 森は悪魔が 支

配す る世界 に 他な らな い 。
ハ ッ チ ン ソ ン も裁判で

森 へ 追放 され た 。 森 に 追放 する こ とは死刑 を意味

した 。 またホ
ーソ ン の 短編 「優 しい 少 年 」で も 、

最 後に は ク ェ
ーカ ー教徒 の 少年 は絞首刑 に、母親

は 、 森 へ 追放 とな っ た 。 ピ ュ
ー リ タ ン が 嫌 う森

は 、 秘密 を持 つ デ ィ ム ズデ ール とヘ ス ターに と っ

て 解放感 を感 じる 空間 とな っ て い る 。

　 秘密 を持 ち続 け る デ ィ ム ズデ
ール が 、 大 き く変

わ る の が 森の 巾で の ヘ ス タ ーと の 再会で ある 。
ヘ

ス ターは 、 デ ィ ム ズ デ ール に 自分達の 過 ちに つ い

て 「そ れな りの 神聖 さ」が あ っ た と言 う 。 ピ ュ
ー

リタ ン 社会 の 指導者達 か ら見れ ば 、 姦 通罪 の 罪人

に 「それ な りの 神聖 さ」な ど認 め られず 、 デ ィ ム

ズ デ
ール の 見解 も他 の 指 導者 た ち と同 じで あ る 。

デ ィ ム ズデ
ール に と っ て 、 自分 が犯 した罪は 、 自

分 の 「動物的」性 質 に よ っ て 犯 した罪で あ り否定

す る べ きこ とで あ っ た 。 しか し 、 デ ィ ム ズデ
ール

は 、 森で ヘ ス タ ーに 会い 自分の 心情 を告白して い

くうちに、デ ィ ム ズ デ
ール は、 自分 の 「動物 的」

性 質に よっ て 犯 した罪の 結果 の 子で あるパ ール を

否定 しなけれ ばな らな い 、 決 して パ ール の 存 在を

喜 ん で は な らな い と強 い て い た 自分 に 気 が つ い

た 。 彼 の 牛 き方 は 変化 して い く。 暗 い 森か ら 、
ヘ

ス ターの 誘 い に乗 っ て ヨーロ ッ パ の どこ かへ と船

で 逃 げ出さなか っ た 。 自分 を敬 い 信頼 して くれ て

い る 人 々 の い る ピ ュ
ーリ タ ン 社 会 へ 戻 っ て い く。

新総 督就任 の 日に希 望 あふ れ る説教 を行 い 、そ の

後 に 、 自分 が パ ール の 父親 で あ る こ と を処刑台の

上 か ら告 白 した 。 デ ィ ム ズデ
ー ル は 、 牧師 の たれ

襟 を引 きち ぎ り、人 々 に胸 の 緋文 字 を見せ た 。 そ

して、罪 を悔 い 改 めた 。 勝利 の 笑 み を浮か べ なが

ら 、 デ ィ ム ズ デ
ール は息絶 える 。 こ の 生 き方 こそ

fipt文 字／ につ い での
一

孝霹

デ ィ ム ズ デ
ール に とっ て 「神の 御心」にか なう生

き方で あ っ た の で は ない か 。

　デ ィ ム ズ デ ール の 胸に 、
ヘ ス タ ーと同 じ緋文字

A を見た とい う大勢の 目撃者が い た 。

　 しか し、きわ め て 尊敬す べ き人た ち の 証 言に よ

り、デ ィ ム ズデ
ー

ル の 胸には生 まれ たばか りの 赤

子 の よ うに何の 印 も無 く、 さらに は 、 デ ィ ムズデ

ール は 、
ヘ ス ターと の 関係 を認め て は い なか っ た

と主張 した 。 こ の 「きわ め て 尊敬すべ き入た ち」

とは 、 デ ィ ム ズ デ ール の 友 人で ある ウ ィ ル ソ ン牧

師 と ベ リ ン ガ ム 総 督で ある 。
ベ リ ン ガ ム 総督 は 、

デ ィ ム ズ デ
ー ル が亡 くな っ て 日に就任 し以 降 3 回

総督を務 め た 人物 で あ り、 ウ ィ ル ソ ン 牧師は、ボ

ス トン第
一
教 会の 牧師で あ りイ ン デ ィ ア ン の 強化

に力 を入れた 人物 で あ る 。 ホ ーソ ン は 、
ヘ ス ター

の 腕 に抱 かれ息絶 えたデ ィ ム ズ デ
ール は以

一
ドの よ

うな人間 だ と記 して い る 。

　「緋 文字 の ヒに 降 り注 い だ 真昼の 太陽 の よ うに

明 白な証拠 に よ っ て 、 彼が欺瞞 に満 ち罪 に汚 れた

塵芥 の よ うな人間で あるこ とが証 明 されて い る」

（SL227 ， 手B訳376）

　 しか し、ウ ィ ル ソ ン牧 師 と ベ リ ン ガ ム 総 督 は、

同 じ牧 師で あ る友人デ ィ ム ズデ
ール の 人格 を守 ろ

う と した 。 ピ ュ
ー

リ タ ン社 会 の 指導者達 に よ っ

て 、 デ ィ ム ズ デ ール の 死が 、「我 々 は 等 し く罪人

で あ る」 とい う寓 話に仕立 て 上 げ られた 。 こ の 寓

話が ピ ュ
ーリタ ン社 会で 通 じて しまうこ とは 、 い

か に ピ ュ
ーリ タ ン社会の 指 導者達の 力が大 きか っ

た かが 伺 える 。 確か に 指導者達 に 逆 ら っ た ハ ッ チ

ン ソ ン は 、 追放 され た が 、
ベ リ ン ガ ム 総督の 妹で

ある ヒ ビ ン ズ 夫 人は、裁判 に も厳 罰に も処せ られ

て い ない 。 総督 の 妹 と言 う身分で 守 られ 、 捕ま る

ど こ ろ か 、 贅沢 な衣 装 で 自由に森 を行 き来 し て い

た 。 しか し、ホ
ー

ソ ン に よ る と ヒ ビ ン ズ夫 人は、

デ ィ ム ズ デ
ール が 亡 くな っ た年 か ら数年後 に は 魔

女 と し て 処 刑 され た と記 され て い る。
ヘ ス タ

ー

も、晩年 は、男女 間の 関係 に つ い て 自分の 意見 を

「胸 の うち」 に納 め ず女性達 に 語 り慰 め励 ま し て

い る 。 以 前 は姦通罪 を犯 した ヘ ス ターを無視 して

＿ ． ＿ 繼



JapaneseAssociation for the Study of Puritanism

NII-Electronic Library Service

JapaneseAssooiation 　for 　the 　Study 　of 　Puritanism

謚 文
』

い たピ ュ
ー

リ タ ン 社会の 女性達 も、ヘ ス タ ーの 小

屋 に行 っ て 、ヘ ス タ
ー

に 身 の 上相談 をす る 。 こ れ

ら の 変化 は なぜ 起 きたの か ？変化の きっ か けは、

作品の 12章 「牧 師の 勤行」で触れ られ て い る 。 ウ

ィ ン ス ロ ッ プ総 督の 死 に よ っ て お き始め た 。 初 代

マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 植民地総督ウ ィ ン ス ロ ッ プ は 、

神政政 治の 中心 的 入物 で ある 。 彼が 生 きて い る頃

の 裁判は 「神の 判断力」 を授か っ た総督 と牧師が

法灼に も最終判 断 を して 罰を決め て い た 。 1649年

に ウ ィ ン ス ロ ッ プ は死去 し 、 1652年 に は ジ ョ ン ・

コ ッ ト ン も死 去す る 。 1652年 に は コ ッ ト ン 亡 き

後 、 裁判の 判決 は 、 総議 会の 多数決で決 め る こ と

に な り公正 にな っ て い く。 ホ
ー

ソ ン は 、 ウ ィ ン ス

ロ ッ プ死去 の 章 で 亡 くな っ た夜空 を以 Fの よ うに

表 して い る 。

　「雲の 低 く垂 れ 込 め た 空
一

面に光が きらめ い た 。

それは 間違 い な く、 夜空 を眺め る もの が しば しば

目撃す る よ うに 、 流星 の ひ とつ が大気 圏の 虚空で

燃え尽 きたせ い で あ っ た 」 （SL135 ．邦訳 220）

　 こ の 流 星 の ひ とつ とは 、まさにその 晩、死去 し

た ウ ィ ン ス U ッ プ を指 し て い る の で は な い か 。

1652年12月の ジ ョ ン ・コ ッ ト ン 死 去の ときに も流

星が 観察 され た と 言う記述 が ある 。 当時は流 星や

そ の 他 の 自然現象 の 出現 は 、超 自然的 なる もの の

啓示で ある と解釈 され た
〔12！

。 例 えば、弓、槍が

夜空 に浮か べ ばイ ン デ ィ ア ン の 襲撃を警告する も

の で あ っ た 。 信憑性は ど うで あ れ、信 じる ピ ュ
ー

リ タ ン 社 会 の 入 々 に つ い て ホ
ー

ソ ン は、以下 の よ

うに 説明 して い る 。

　「国の 運命 が天 空 に 描 か れ る象形 文字 に よ っ て

顕現 す る と い うの は ま こ とに壮 大 な考 えで あ る。

こ うい う考え をわれわれの 先祖 が好ん で抱 い たの

は未 だ に幼 い 自分た ち の 共和 国が格別 に 親身で 厳

しい 天 の 加 護 に あ る 証拠 で あ る と考 えた か らだ」

（SLI36，季区訳 222）

　流星 の 後 に夜 空 に は 、 赤 い 光 で 縁取 られ た 巨大

文字 A が 現 れ る 。 夜 空 に 浮 か ん だ赤 い 文字A は、

驫

デ ィ ム ズ デ
ー ル に と っ て は 、 自分 の 罪 を表す

Adulteryの A を意識 させ る 。 ピ ュ
ー リタ ン 社 会の

人 々 は 、ウ ィ ン ス ロ ッ プ総督が 天 使に な っ た と解

釈 し、文字を Angel の A と捉 える。 しか し、ピ ュ

ー
リ タ ン 社会 に と っ て は 、 総 督亡 き後 、 神 権政治

が 崩壊 し 、 新 し く歩み始め る新 しい ア メ リカを予

言す る A だ と考えられ る。

聾灘聽難軈霧蟹灘聾鞭灘
　ホーソ ン が 描 い た 『緋文字』 は 、 架空の 要素 を

で きるだ け排 除 し 、 場所 、 人物 、 時間設定 も資料

に即 して 描い て い る 。
ニ ュ

ーイ ン グ ラ ン ドの 風土

に浸 り、 先祖 の ピ ュ
ーリタ ン と切 っ て も切れな い

絆 を感 じて い る ア メ リ カ 人作家 として 、 『緋 文字』

に は 歴 史的事実の 裏づ けが必要不可欠 な もの だ と

考 えた か らで あ る 。 ピ ュ
ー リ タ ン 作 家 ホ ー

ソ ン

は 、 興 味深い 試み を して い る 。 ひ とつ は 、 ホ
ー

ソ

ン は 、 『緋文字 』 を17世紀 ピ ュ
ー

リ タ ン社 会の 実

在 の 人物 の 登場に よ っ て 展開 して い る 。 ホ
ー

ソ ン

は、ヘ ス タ ー ・プ リ ン 、ア
ー

サ ー ・デ ィ ム ズデ ー

ル の 生 き方を通 して、ア メ リカ社会の 原型 と言 う

べ き17世紀の ピ ュ
ー

リ タ ン 社会 を描 い た 。 2 つ 目

は、『緋 文字』は ヘ ス タ
ー ・ブ リ ン と い う女性 が

主人公で ある と言 う点で ある 。 19世紀 の ア メ リカ

文学 は 、「女性不在 」の 文学の 時代で あ っ た。当

時の 国民的作家で あ る マ
ー

ク ・トウ ェ イン も女性

主人 公は残 して い な い 。 その ような中 、 ホ ーソ ン

は、ヘ ス タ
ー

を主 人公 に した 。 実際 17世紀 に は 、

ジ ョ ン ・コ ッ トン が 「女性 は度重 な る出巌に お い

て死 に 近 い 体験 をする の で 彼女達 の 信心 深 さは 男

性 よ りも大 きい よ うに 感 じ る
個 」 と指 摘 した 。

同様 に ホー ソ ン は 、 ピ ュ
ーリタ ン として新たな視

点で 女性 に 注 目 し て 、女性の 悲 しみ 喜び 、 男性 以

上 に苦悩 を背負 っ て 生 きて い る女性 を表 した と い

える 。

【注】

（つ ウ ィ リア ム ・ホ ーソ ン は、ジ fi ン ・ウィ ン ス ロ

　 ッ プ と共に 1630 年イギ リス か らマ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ
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　 湾植民地 に や っ て きて 、 セ イ ラ ム に定住 した軍人

　 であ り立法者であ り裁判官で教会の指導者で あ っ

　 た。ウ ィ リア ム は、イ ギ リ ス 国 王 チ ャ
ール ズ 2世

　 の 命令に反抗 し、ま た ク ェ
ーカ ー教徒迫害を行 っ

　 た。ホ ー
ソ ン の 短 編 「メ イ ン ・

ス トリ
ー

ト」に

　 は、ホ ー
ソ ン大佐 の許可 の もとに ク ェ

ーカー教徒

　 の 女性が、鞭で打 たれ、腰 か らうえ を裸 に されて

　 馬車 で 町 の 本通 り を引きずり ま わ さ れ る 場面 が あ

　 る。ま た 、「優 しい 少年」で は、ク ェ
ーカ ー教徒

　 とい うだ けで迫害 され る 母 と息子 を描 い て い る 。

　 ナ サ ニ エ ル ・ホ
ー

ソ ン は、ピ ュ
ー

リタ ン の ク ェ
ー

　 カー教徒 迫害 を激 しく告発 して い る 。 先祖 と の 閼

　 係 を切 り た くHathQrne の つ づ り に
“
w
”

を入 れた

　 の はナサ ニ エ ル ・ホ
ー

ソ ン である。

（2）ホ ーソ ン家2代 目の ジ ョ ン は、セ イラ ム魔女裁判

　 の 判事 の
一

人 で あ っ た 。 少な くとも絞首刑の執行

　 に 18回 立 ち会 っ た とされ て い る 。

（3）テ キ ス トは、Nathaniel　Hawthorne ，　The　Scarlet

　 Letter （London ： Penguin 　Books，2003 ） 日本語訳

　 は八木敏夫 訳 「緋文 字」 （東京 ，岩波書 店，2006＞

　　か ら引用 。 以降、参考箇所 の 原文 と邦訳 の 頁数 を

　　（SL12，邦訳 20＞の よ うに表記 する。

（4＞Ruland，　Richard，　and 　Bradbury，　Malcolm．　 From

　 Puritanism　to　Postmodernism （New 　Yc）rk： Penguin，

　 1992＞　p．145

（5）鷲 津 浩 子 『文 学 す る 若 き ア メ リ カ 』 （東 京、

　　1989 ） 111 頁。

（6）曽我部学　「ア メ リか ピ ュ
ー

リタ ニ ズ ム 系譜の

　 作家達』 （文化 書房、2005＞

（7） ウ ィ ン ス ロ ッ プ 総督 は、新約 マ タイ か らの 言葉

　　「汝 ら は世 の 光 な り。丘 の 上 の 町 は 隠 れ る こ とな

　　し」 か ら 「丘 の 上 の 町」 と言 っ た 。 以 降ボ ス トン

　　の町 を表す言葉 とな っ た 。

（8）ヘ ス タ
ー ・プ リ ン が ア ン ・ハ ッ チ ン ソ ン を ピ ン

　　 トに 作 り上 げ ら れ て い る こ と は、多 く の 研 究 者 に

　　よ っ て語 られ て い る。また ヘ ス ターとハ ッ チ ン ソ

　　 ン の 女性 と い う点 に 注 目 し女性 ら しさの 概念 に つ

　　い て の 論 考 も あ る 。 　 斉藤 忠 利 編 『緋文字 の 断

　　層』 （東京、2001）53−55頁。

（9） Perry　 Miller，　The 　 New 　England 　 Mind 　the

　　Seventeenth 　 Century 　（London ，1939 ）

捌 ξ文 t勃1 に つ い での
一
考「察

　 pp．388−391。 ハ ッ チ ン ソ ン の 批判 は、極端 で あ

　 っ たが、や がて ニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ドの ピ ュ

ーリタ

　 ニ ズ ム は、ハ ッ チ ン ソ ン の 指摘 し た 方向に 進 ん で

　 い っ た。

（10）当時 は、生 まれて くる赤子 に 、母親 の 思考 が生

　 き写 しで 表 れる と信 じられて い た。ヘ ス ターも、

　 自分 の行 為が悪 で ある こ と を承知 して い た の で 、

　 パ ール が 成 長 して い く中、自分の 罪 に 呼応す る何

　 か 暗 く奔放 な特性 が、パ
ー

ル の 中 に 出 て くる の か

　 も しれな い と不安 で常に怯 えて い た．

（11＞キ ャ ロ ル ・F ・カール セ ン 著 、瀧 田 佳子訳 『ウ

　　ィ メ ン ズ ・ア メ リ カ』 （ドメ ス 出版 、 2002年）41

　 頁。

（12）大 下 尚
一

編 『ピ ュ
ー リタ ニ ズ ム と ア メ リカ1

　　（南雲堂、1987）t27頁 。

（13）キ ャ ロ ル ・F ・カール セ ン著 、 瀧 田佳子 訳 『ウ

　　ィ メ ン ズ ・ア メ リ カ』 （ドメ ス 出版 、 2002年）

　 第 1章 「女 の 姿 を した悪魔 」 13頁
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         A Study of Vhe Scarlet Letter

              Yu  ka Shimada

Nathaniel  Hawthorne]s  The  Scarlet Letter was

published in 1850. This story  revolves  around  Hesier

Prynne, who  is convicted  of adultery  in Puritan

society  by  Puritan authorities.  Hawthorn  describes

the effort  to reselve  the torment  $uffered  by  He$ter

and  co-adulterer,  the minister  Arthur Dimmesdale,  in

the years after  their affair, l will examine  the Iife of

He$ter, 1 will compare  the two  lives of  Hester and

Dimmesdale,  Hester is condemned  to wear  the

$carlet letter 
E[A"

 on  her chest  as  a permanent  sign of

her sin, For Puritan society,  in those days, "A"
 means

adultery. But  Hester devotes herself to troubled

people. People  consider  Hester  to be  
"Our

 Hester".

The  meaning  of  
"A"

 changes  to "Angel",

 After

Dlmmesdale:s death, Hester returned  to Europe with

peari. But Hester alone  came  back to Puritan society

Lately, "A"

 means  
"Adviser"

 for American  women.

Hester  came  back  to Amer]ca  as  a  New  American

woman.  At the end  of the story,  
"A"

 means  
"America'i,

 Hawthone  pointed out  two  things  about  American

literature of  19th  century.  First of  all, he  described

Puritan Society through the two  lives of Hester and

Dimmesdale.  Secondly, he described an  American

woman  as  a  heroine.
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